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事務局 

（企画課長） 

定刻となりましたので、ただいまより、第２回南国市総合教育会議を開会いたしま

す。それでは、平山市長よろしくお願いいたします。 

開会の挨拶 

 

 

市長 本日はお忙しい中、南国市総合教育会議にお集まりいただきまして、誠にありがと

うございます。年度当初に年間の総合教育会議の日程を決めておりましたが、今回

は公務の都合で本日の開催となりましたことをご了承頂ければと思います。 

本日は会議次第にもありますとおり、生徒指導上の諸課題への対応強化、そして、

学習支援と働き方改革の２点につきまして、意見交換をさせていただきたいと思い

ます。また、今回より林委員に替わり、大井田典子委員が出席されております。ど

うぞよろしくお願い申しあげます。 
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それでは、議事に入らせていただきます。 

まず始めに、「問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題への対応強化」について、

皆様方からご提案をいただき協議したいと思います。 

 

本日は、濵田委員が、仕事のご都合で欠席されています。現在、小中学校へのエア

コンの設置やコンクリートブロック塀の改修に取り組んでいただいておりますが、

本日は、来年度の予算に向けての具体的な提案をしたいと考えています。 

 

【教育長・教育委員会事務局の説明：資料を基にした内容】 

 

 

ご提案ありがとうございます。教育委員の皆様から補足等ございませんでしょうか

。 

 

毎年、夏休み当初、ふれあい教室の室長と研究所の所長が、小中学生の不登校の

状況や不登校に繋がりそうな子ども達の状況について聞き取りを行っており、そ

の会に教育委員として同行しました。ある中学校で進学意欲があるものの不登校

の生徒がおり、学校の補習には抵抗があって参加しづらいということでした。校

長等とも相談しましたが、場が変われば、その生徒が進学に向けて学習をやり始

めるかもしれないということで、部分的にでも夏休み中に、ふれあい教室を開い

ていただきたい。予算が付いて、教室を開いても生徒が来るかどうかは分かりま

せんが、南国市が対応を取っているということは、不登校を抜ける児童にとって

プラスになると思います。 

 

大切なことです。予算化していきたいと思います。 

 

春の新学期は、どうしても、子ども達が不安定となります。新たな学校生活が始

まる大事な時期で、子ども達も不安ですので、春休み期間中のスクールカウンセ

ラーの支援は必要だと思います。 
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春休みに支援が一旦切れることは知りませんでした。年間通じて相談できる体制

は必要だと思います。 

 

小学校６年生から、中学校１年生にかけて不登校が増加しますので、スクールカ

ウンセラーの支援は必要です。小学校６年生に不登校の傾向がある生徒が、中学

生になると不登校になる事が多いです。そういう意味で小学校と中学校の連携が

必要だと思います。スクールロイヤーに関してですが、９月１日の高知新聞に、

通常の学級に通っていた子どもに、教育委員が特別支援学校に通った方が良いの

ではと発言したことが差別と認定された、とありました。９月１３日の新聞には

、痰が詰まり医療ケアが必要な子どもに対し、遠足などで親に付き添って貰いた

いとの発言が差別発言と受け取られたとの記事がありました。学校側としては、

校外に行くときにはお願いしたくなると思います。事案の内容から、私たちも同

じような対応を取ってしまいそうです。私たちは法律の専門ではありませんので

、そういう事案が出た場合に、すぐ対応していただける専門家の存在が必要だと

思います。そういった方が居るだけで安心感があります。 

 

以前とは、社会風潮が変わってきて、権利を主張される方が多くなってきている

。先生方の負担軽減のためにも必要だと思います。予算化したいと思います。 

ほかに何かございませんでしょうか。なければ、「問題行動・不登校等生徒指導上

の諸課題への対応強化」の議事は終了させていただきます。 

 

それでは、２つ目「学習支援と働き方改革」に入らさせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

 

【教育委員会事務局の説明：資料を基にした内容】 

 

 

ご提案ありがとうございます。教育委員の皆様から補足等ございませんでしょうか

。 

 

アズカルクは是非進めて貰いたい。校長をしていた際、学校の近くに金融機関がな

く、また、自動車の運転ができない用務員でしたので、私がお金を金融機関に預け

に行くようにしていました。事務支援室からも当日処理をするように言われていま

したので、担任に、何時までに現金処理をして持ってくるようにと伝えていました

が、大変な負担だったと思います。ですので、こういう処理ができれば非常に、職

員も校長も助かると思います。事務支援室に聴いたところ、まだ始まったばかりで

利便性は不明だが、学校側、先生方はずいぶん楽になるはずだと言っていました。 

 

教職員の負担軽減になるので良いことだと思います。封筒の集金が無くなり、引き

落としになると言うことですか。 

 

保護者の協力があれば、保護者の口座から学校口座に振り込まれ、そこから支払わ

れるようになります。 
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保護者の協力が必要ですが、事務改善の面で効果はあると思います。昔から、現金

はあまり取扱わないように、監査からも言われていました。あるべき方向性だと思

います。給食費は引き落としですか。 

 

給食費は口座を構えて引き落としにしています。その方向で、進めると大変な負担

軽減になると思います。小学校では、休み時間しかお金の確認を行う時間がありま

せんので、大変な負担だったと思います。 

 

教育委員会事務局へのお願いとなると思いますが、アズカルクと給食費の入る先は

同じ金融機関と聞きましたが、給食費を毎月の定額で引き落とし、年度の最終月で

実食数で年度末調整すれば、事務支援室も負担軽減になると思います。学校側と事

務支援室の連絡の頻度も少なくなると思います。 

 

学校給食係では平成３２年度からの公会計化に向け、現在準備を進めています。ア

ズカルクとは分けて考えておりましたので、検討したいと思います。 

 

どの市町村も同じだと思いますが、障害のある生徒が増えてきていますので、県の

支援があればありがたいと思います。 

ほかに何かございませんでしょうか。なければ、２つ目の議題「学習支援と働き方

改革」を終了させていただきます。 

それでは、最後に、その他となりますが、まず、日程につきまして、事務局より報

告があります。 

 

本年度の最終回となります第３回は２月２２日（金）を予定しています。その他、

協議する必要がある事案が生じた場合、臨時的に開催されることがありますので、

よろしくお願いいたします。 

 

事務局より日程の報告がありましたが、これで予定していました議案は終わりまし

た。その他で何かございませんでしょうか。 

 

小中学校へのエアコン設置やコンクリートブロック塀の改修に取り組んでいただ

き、大変ありがたく感じています。一つ、学校の古木の空洞化を心配しています

。日章小学校のせんだんの古木は中が空洞です。また、長岡小学校にも古木があ

り、台風などで折れるのではないかと心配しています。 

 

コンクリートブロック塀は発注を済ませている状況です。古木につきましては、

台風が心配ですが、確認したいと思います。 

他になければ、以上をもちまして、第２回南国市総合教育会議終了をさせていただ

きます。ご協力、ありがとうございました。 

 


